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市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部
正
英

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

先
月
４
日
の
台
風
21
号
は
、
近
畿
地
方
を
直
撃
し
、
記
録
的
な
暴
風

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
高
潮
被
害
を
受
け
た
関

西
国
際
空
港
が
あ
る
泉
佐
野
市
と
は
、
一
昨
年
、
災
害
時
に
お
け
る
相

互
支
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
暴
風
に
よ
り
人
家
の
屋
根
瓦
の
一
部

が
飛
ば
さ
れ
る
被
害
が
甚
大
で
あ
る
と
の
情
報
を
受
け
、
現
場
で
不
足

し
て
い
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
300
枚
、す
ぐ
さ
ま
発
送
し
ま
し
た
。
翌
日
、

泉
佐
野
市
の
千
代
松
市
長
か
ら
、
迅
速
な
対
応
へ
の
感
謝
の
電
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
時
は
お
互
い
様
で
す
の
で
今
後
も
協
力
し
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆い

ぶ
り振

東
部
地
震
で
は
土
砂
崩
れ
や

北
海
道
全
域
が
停
電
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
と
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
先
日
30
日
に
は
佐
野
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
防
災
・
減
災
に
向
け
た
日
頃
の
備

え
と
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
月
か
ら
各
地
域
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
本

市
で
100
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
男
性
３
人
、
女
性
19
人
で
あ
り
、
100
歳

以
上
の
方
は
総
勢
74
人
と
昨
年
と
比
べ
７
人
増
と
な
り
ま
し
た
。
最
高

齢
者
は
108
歳
の
女
性
の
方
で
す
。
毎
年
10
月
に
な
る
と
100
歳
の
方
々
を

慰
問
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

秋
本
番
、
実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
で
す
。
そ
の
他
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
、
読
書
、
食
欲
の
秋
な
ど
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を
満
喫
さ
れ
ま
す
か
。

文
化
と
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

　

佐
野
市
役
所
庁
舎
の
玄
関
ホ
ー
ル

吹
き
抜
け
に
、
大
き
な
フ
レ
ス
コ
壁
画

（「
太
陽
と
岩
山
」高
橋
久
雄
さ
ん
作
）が

あ
り
ま
す
。
フ
レ
ス
コ
壁
画
は
石
灰
を

原
料
と
し
て
お
り
、
新
庁
舎
建
設
を
記

念
し
栃
木
県
石
灰
工
業
協
同
組
合
か
ら

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
制
作
中
の
葛
生
伝

承
館
を
は
じ
め
栃
木
県
庁
３
階
天
井
、

佐
野
駅
前
交
流
広
場
ぱ
る
ぽ
ー
と
、
葛

生
行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
県
内
16
カ
所
に

あ
り
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。駒
形
さ
ん
は
８
年
前
、組
合
の

設
立
、越
名
河
岸
、佐
野
駅
馬
車
鉄
道
な

ど
組
合
の
歴
史
を
調
査
し
、
石
灰
組
合

設
立
100
周
年
式
典
で
そ
の
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
栃
木
県
石
灰
工
業
協
同
組
合

は
、
明
治
20
年
石
灰
同
業
組
合
に
始
ま

り
、
当
時
た
く
さ
ん
の
同
業
社
が
乱
立

す
る
中
、
田
中
正
造
が
調
整
役
と
な
り

石
灰
同
業
組
合
の
設
立
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。
栃
木
独
自
の
石
灰
焼
成
施
設
で

あ
る「
谷
焼
窯
」が
発
明
さ
れ
江
戸
で
は

八
王
子
の
石
灰
と
並
び
使
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

理
事
長
と
し
て
90
周
年
記
念
事
業

（
前
吉
澤
慎
太
郎
理
事
長
）
の「
フ
レ
ス

コ
の
街
」
を
継
続
し
フ
レ
ス
コ
壁
画
普

及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
時
に
は
、
陸
上
競
技
800
ｍ

走
で
栃
木
県
記
録
を
更
新
し
た
活
発
な

少
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
佐
野

 駒
こまがた

形 忠
ただはる

晴 さん
（葛生西）

○プロフィール

佐野市教育委員、

栃木県石灰工業協同組合理事長、

日本女性会議２０１９さの総務部長

市
の
教
育
委
員
と
し
て
２
０
２
２
年
に

葛
生
で
ス
タ
ー
ト
す
る
小
中
一
貫
校
へ

尽
力
し
、『
葛
生
産
業
協
会
』と『
ま
ち
づ

く
り
葛
生
』が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、各

自
の
能
力
に
合
わ
せ
た
教
育
が
で
き
る

よ
う
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
寄
贈
を
予
定
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て「
２
０
１
９
年
佐
野
開
催
の

日
本
女
性
会
議
で
総
務
部
長
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

視
点
か
ら
佐
野
市
発
展
の
お
手
伝
い
が

で
き
、
新
し
い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
」
と
駒
形
さ
ん
の
活
躍
の
場
は
広

が
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
食
べ
る
お
米
を
作
り
、

「
食
」の
楽
し
さ
、
大
切
さ
を
日
々
実
感

し
て
い
る
そ
う
で「
こ
れ
か
ら
も
佐
野

市
の
文
化
と
教
育
そ
し
て
食
の
ま
ち
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
佐
野
市
に
定
住
し
、

佐
野
市
を
愛
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」　
　
　

（
市
民
記
者　

永
倉
文
子
）フレスコ壁画除幕式での駒形さん（右）
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フ
ン
・
ブ
ン
は
意
味
を
強
め
る

　

動
詞
の
頭
に
、
フ
ン
や
ブ
ン
と
い
う
接
頭
語
が
付
く
と
、
意
味
を
強
め

ま
す
。“
フ
ン
” 

の
多
く
は
、「
踏
み
込
む
」
を
フ
ン
ゴ
ム
と
い
う
よ
う
に
、

“
踏
み
”
が
変
化
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
“
ブ
ン
”
の
多
く
は
、「
打ぶ

ち
欠

く
」
が
ブ
ッ
カ
ク
と
な
る
よ
う
に
、“
打
ち
”
が 

変
化
し
た
も
の
で
、
佐

野
方
言
に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
で
は
、“
フ
ン
”
や
“
ブ
ン
”
の
付
い
た

例
語
を
挙
げ
、
そ
の
語
の
意
味
や
は
た
ら
き
な
ど
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

“
フ
ン
ド
ス
”
は
、
先
の
と
が
っ
た
竹
が
足
な
ど
に
刺
さ
っ
て
、
突
き

抜
け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。「
踏
み
」
と
「
通
す
」
が
結
合
し
た
も
の
で
す
。

「
と
げ
を
フ
ン
ド
シ
タ
」「
切
り
株
に
フ
ン
ド
シ
て
大
け
が
し
た
」
な
ど
と

い
い
ま
す
。

　

“
フ
ン
ゲ
ス
”
は
、
踏
み
あ
や
ま
っ
て
足
首
を
ね
じ
っ
た
り
、
ね
ん
ざ

し
て
く
じ
く
こ
と
を
強
め
た
こ
と
ば
で
す
。「
踏
み
」「
返
す
」
が
結
合
し

変
化
し
た
も
の
で
す
。「
チ
ッ
チ
ャ
ナ
石
ッ
コ
だ
っ
た
ン
だ
け
ど
、
踏
み

ち
が
え
て
フ
ン
ゲ
シ
チ
ャ
ッ
タ
」   

　

“
フ
ン
ジ
ャ
ブ
ス
”
は
、
踏
み
つ
ぶ
す
を
強
め
た
こ
と
ば
で
す
。
つ
ぶ

す
こ
と
を
方
言
で
チ
ャ
ブ
ス
と
い
う
の
で
、「
踏
み
」
と
「
チ
ャ
ブ
ス
」

が
結
合
し
フ
ン
ジ
ャ
ブ
ス
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
変
化
し
て
、
フ

ン
ジ
ャ
ス
と
も
い
い
ま
す
。

　

“
ブ
ン
マ
ー
ス
”は
、風
が
く
る
く
る
吹
き
回
す
を
強
め
た
こ
と
ば
で
す
。

「
打
ち
」
と
「
回
す
」
が
結
合
し
変
化
し
た
も
の
で
す
。「
ツ
エ
ー
（
強
い
）

ブ
ン
マ
ー
シ
だ
っ
た
ね
え
」

　

“
ブ
ン
ナ
ガ
ル
”
は
、
転
ぶ
、
倒
れ
る
を
強
め
た
こ
と
ば
で
す
。
ナ
ガ

ル
は
転
ぶ
、
転
倒
す
る
を
強
め
た
こ
と
ば
で
す
。「
打
ち
」
と
「
ナ
ガ
ル
」

が
結
合
し
変
化
し
た
も
の
で
す
。「
駆
け
っ
く
ら
し
て
た
ら
ブ
ン
ナ
ガ
ッ

て
大
け
が
し
た
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　８月下旬から９月にかけて、市民

体育祭が開催され、市内各支部を代

表する選手たちが球技や陸上競技な

どで熱い戦いを繰り広げました。

　総合優勝したのは植野支部でした

が、どの支部の選手も老若男女力を

合わせ、残暑厳しいなか、さまざま

なスポーツを楽しんでいる様子でし

た。参加された皆さん、お疲れさま

でした。

第１４回佐野市民体育祭

今回の表紙　８月１１日、新たな佐野ブランド大使として、本市出身のラッパー

DOTAMA さんが就任されました。また DOTAMA さんが主演し、作詞した佐野市公式

プロモーションビデオ「MY CITY」が完成しました。ぜひご覧ください！

第３１回くずう原人まつり
　８月２５日 (土)・２６日(日) の２日間にわたり、葛生の嘉多山公園で

開催されました。

　オープニングでは原人に扮したスタッフによる火おこしや、青藍泰

斗高校吹奏楽部の演奏、また、まつりテーマ「くずうから夢と元気を」

を横断幕に大きく描く書道パフォーマンスを同校書道部が披露し、ま

つりが盛大にスタートしました。

　ステージでは、バンド演奏やダンス、和太鼓の共演などがまつりを

盛り上げ、またふれあい動物園や親子わいわいコーナーなども設けら

れ、家族連れなどが笑顔でまつりを満喫していました。

　また「原人チャレンジ」では、弓矢・丸太切り・火おこしのタイム

トライアルが行われ、原人まつりならではのイベントで盛り上がりを

見せていました。

※市のフェイスブックでも、

　市内のイベントなどの様子

　をお知らせしています。

　ぜひ、ご覧ください！

迫力の和太鼓演奏

原人チャレンジでの火おこし
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　本市出身の陶芸家・田村耕一（１９１８年～１９８７年）の生誕１００年を記念し、記念事業を

開催します。

　田村耕一は、東京美術学校（現東京藝術大学）図案部を卒業後、京都で富本憲吉氏の薫陶を受け、

作陶を志しました。１９５３年に佐野市の自宅に登り窯を築き、本格的な作家活動に入りました。

勢いのある筆描きで「鉄絵」の文様を表し、様々な技法を加えて、表現を豊かにした作品は高く評

価をされ、日本を代表する陶芸家として活躍しました。

　１９８６年には、「鉄絵」の技法が高く評価され、国の重要無形文化財保持者（人間国宝）の認定

を受けましたが、翌１９８７年に、６８歳で惜しまれつつ亡くなりました。

　人間国宝田村耕一生誕１００年記念事業では、各種記念事業の開催をとおして田村耕一の功績を

振り返るとともに、田村陶芸の魅力を市内外に発信していきます。

左：《鉄
てつゆうながしがきうめもんようだえんばち

釉流描梅文様楕円鉢》

東京国立近代美術館蔵

（吉澤記念美術館で展示）

中：《家族のために作った指輪》

（陶芸館で展示中）

右：《旧佐野市役所陶壁》

昭和３７年作

（市役所１階で展示予定）

●おもな展覧会・催し物　

名称 会場 会期・日時 説明 備考

展
覧
会
な
ど

①記念企画展

「田村耕一の素顔」

人間国宝 

田村耕一陶芸館

１２月１６日（日）

まで

市所蔵の名品とともに、地域における

デザインの仕事、家族のための小品な

どを紹介

入館無料 

会期中無休

②特別企画展

「生誕１００年　

田村耕一展」

吉澤記念美術館
１０月２０日（土）～

１２月９日（日）

東京国立近代美術館所蔵の里帰りの

作品を中心に、田村の創造の秘密に迫

る初公開資料も展示

観覧料：５１０

円ほか、月曜休

③佐野市役所旧庁

舎 陶 壁 復 元 プ ロ

ジェクト

佐野市紹介

スペース

（市役所１階）

１１月１日（木）

午後４時３０分～

１２月２日（日）

田村耕一の最初の陶壁「伸びゆく佐

野」の復元展示

入場無料、 

会期中無休

催
し
物

④記念講演会・

シンポジウム

文化会館 

小ホール

１１月３日（祝・土）

午後１時３０分～

３時３０分

講演会：青木宏さん（工芸史家） 

シンポジウム：島田文雄さん（東京藝

術大学名誉教授）、小林建夫さん（現代

工芸藤野屋代表）、田村田さん（田村耕

一嫡孫・佐野日本大学短期大学特任准

教授）

参加無料、

定員３００人、 

申込受付中

⑤陶芸体験教室

「田村耕一の鉄絵

を学ぶ」

吉澤記念美術館
１１月１０日（土）

午後１時～４時
講師：迎泰夫さん（陶芸家）

材料費、

定員先着２０人

⑥記念ギャラリー

トーク（オカリナコン

サートを同時開催）

吉澤記念美術館

１２月１日（土）

午後１時１５分～

３時

講師：佐伯守美さん（陶芸家）

オカリナ愛好会・田沼

参加無料（展覧

会観覧は有料）、 

定員先着７０人

記念スタンプラリーも実施します！ １０月２０日（土）～１２月１６日（日）陶芸館・吉澤記念美術館・東石美術館・市役所にて

■問合せ＝①③④陶芸館☎（２２）０３１１、②⑤⑥吉澤記念美術館☎（８６）２００８
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行政改革による財政効果をお知らせします

■

問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

　市では、「第３次佐野市行政改革大綱」に基づき、「効率的な行政経営の推進と質の高いサービスの提供」

「市民との協働によるまちづくりの推進」「持続可能な財政運営の推進」「職員の育成と適正な人事管理」

を基本方針とする行政改革に取り組みました。

　平成２９年度の行政改革による財政効果額についてまとまりましたのでお知らせします。

平成２９年度　財政効果額　５億８, ７３３万９千円

　主な内訳は次のとおりです。（財政効果 ＝ 歳出削減＋歳入確保）

歳出削減
３億２, ４４８万４千円

物件費

・指定管理者制度による効果

・スクールバス運行事業の全面委託

・農業集落排水の統合

・公共工事のコスト縮減

・道路舗装などの共同工事による経費削減

・節電対策の推進

歳入確保
２億６, ２８５万５千円

市税収納対策 ・市税の収納対策による歳入確保

公有財産売払 ・市有財産の有効活用

　平成３０年度から平成３３（２０２１）年度までに、本市の行政改革の指針である「第４次佐野市行政改

革大綱」の具体的な項目を推進するための実施計画に沿った財政効果目標についてお知らせします。

●歳出削減

実施計画改革改善内容

歳出削減目標額（千円）

平成３０年度
平成３１

（２０１９）年度

平成３２

（２０２０）年度

平成３３

（２０２１）年度
計

ファイリングシステムの

維持管理
‐ １，５００ １，５００ １，５００ ４，５００

ごみ収集委託の拡大 ‐ ‐ ‐ ７，３５６ ７，３５６

市有施設の計画的な

見直し
１，７５６，０００ １，０２１，０００ １，０２１，０００ １，０２１，０００ ４，８１９，０００

農業集落排水の

公共下水道への統合
‐ ‐ １３，３６７ １３，３６７ ２６，７３４

道路占用者との共同工事 ５０，０００ ５０，０００ ５０，０００ ５０，０００ ２００，０００

長時間労働の是正 ４，７４２ ７，８１８ １０，８６３ １３，８７７ ３７，３００

各団体等に対する支援の

適正化
６０５，４６０ ６１０，４３５ ６６９，２７２ ６６９，２７２ ２，５５４，４３９

目標額計 ２，４１６，２０２ １，６９０，７５３ １，７６６，００２ １, ７７６, ３７２ ７，６４９，３２９

●歳入確保

実施計画改革改善内容

歳入確保目標額（千円）

平成３０年度
平成３１

（２０１９）年度

平成３２

（２０２０）年度

平成３３

（２０２１）年度
計

ふるさと納税制度の促進 ５０，０００ １００，０００ １５０，０００ ２００，０００ ５００，０００

市有財産の有効活用 １５０，０００ １５０，０００ １５０，０００ １５０，０００ ６００，０００

市税等収納対策の推進 ２００，０００ ２００，０００ ２００，０００ ２００，０００ ８００，０００

税外収入の未収金縮減 ４，０８６ ３，９００ ３，７６８ ３，７０６ １５，４６０

下水道使用料の見直し ‐ ６８，０００ １５６，０００ １５６，０００ ３８０，０００

目標額計 ４０４，０８６ ５２１，９００ ６５９，７６８ ７０９，７０６ ２，２９５，４６０
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（１）採用試験の実施状況（平成２９年度実施）

試験区分 受験者（人） 採用者（人） 最終倍率（倍）

一般事務 １２４ １３ ９．５

一般事務
（スポーツ採用） １３ ８ １．６

一般事務
（障がい者採用） １ １ １．０

保 育 士
（新規採用） １３ ３ ４．３

土　　木 ３ ２ １．５

建　　築 ５ １ ５．０

電　　気 ０ － －

栄 養 士 １１ ２ ５．５

消 防 士 １３ ３ ４．３

保 育 士
（経験者） １６ ２ ８．０

計 １９９ ３５ ５．７

（２）採用の状況

区 分 採用者（人）

競 争 試 験 ３５

再 任 用 １８

そ の 他 １２

計 ６５

※「その他」は、佐野市の教育委員会に配置
　  された教職員や国からの派遣復帰職員な
　   どです

(平成２９年４月２日～
平成３０年４月１日 )（３）退職の状況（平成２９年度実績）

区 分 退職者（人）

定 年 退 職 ３４

早 期 退 職 ４

普 通 退 職 ５

再 任 用 満 了 １１

そ の 他 ９

計 ６３

※「その他」は、佐野市の教育委員会
　 に配置された教職員や国への派遣
　 職員などです

１　職員の任免について

（２）一般行政職の級別職員数の状況（平成３０年４月１日現在）

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 8級 計

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主　任
主　事
技　師

主　査 主　査 副主幹 主　幹 参　事
副参事 参　与

職員数（人） ３９ ９８ １２２ １０６ ６１ ８３ ５４ １３ ５７６

構成比（％） ６．８ １７．０ ２１．２ １８．４ １０．６ １４．４ ９．４ ２. ３ １００

（給与実態調査より）※一般行政職とは、各種窓口業務や政策・行政経営などの内部事務に従事する職員や、
　土木・建築などの設計・監理業務に従事する職員をいいます

（１）職員数の推移（各年４月１日現在）

区 分 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

職員数（人） １, ０６８ １, ０５４ １, ０５６ １, ０５３ １，０５５

前年差（人） １３４ 　▲１４ 　　２ 　　▲３ 　　２

（定員管理調査より）

２　職員数について

※平成２６年度は消防職員１５４名受入により、前年度比１３４人増となっております

※受験者１９９人のうち８６人、採用者３５人のうち１２人が女性です

（１）人件費の状況（平成２９年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成３０年３月３１日現在）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

１１９，３４８人  ４５３億２, ０４４万円 ２７億５，４０８万円 ９２億２，１１９万円 ２０. ３％

（地方財政状況調査より）※人件費には、三役、市議会議員、各種委員などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます

（２）職員給与費の状況（平成２９年度普通会計決算）

職員数（A）
給　　　　与　　　　費 一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

９５５人 ３５億３，９３９万円 ６億９，５６３万円 １４億０, ３７６万円 ５６億３, ８７７万円 ５９０万円

（地方財政状況調査より）※職員手当には、退職手当は含みません

３　職員の給与について

人事行政の運営などの 
                 　状況について佐野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
規定に基づき、職員給与などの状況を公表します。

お知らせします
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（７）退職手当の状況（平成３０年４月１日現在）

区　分
支　　　　給　　　　率

※手当の支給率

　は、国と同じ

　です

勤続２０年 勤続２５年 勤続３５年 最高限度額

自 己 都 合 １９．６６９５月分 ２８．０３９５月分 ３９．７５７５月分 ４７．７０９月分

定年・応募認定 ２４．５８６８７５月分 ３３．２７０７５月分 ４７．７０９月分 ４７．７０９月分

（８）特別職の報酬などの状況（平成３０年４月１日現在：条例上）

区　分 市 長 副 市 長 議 長 副 議 長 議 員

報酬等月額 １，０１５，０００円 ７８５，０００円 ５３５，０００円 ４６５，０００円 ４２０，０００円

期 末 手 当 ３．３０月分（６月期　１．５５月分、１２月期　１．７５月分）

※期末手当には、４５％の加算措置があります　

（１）職員の健康管理
　　職員の定期健康診断、生活習慣病健診などを実施
　するとともに健康管理を効果的に行うため、産業医
　による健康相談を実施しています。

（３）職員の厚生制度
　　職員の厚生制度の実施については、条例に基づき
　佐野市職員厚生会を組織して行っています。

（２）公務災害（平成２９年度実績）

区　　分 公務中の災害 通勤中の災害

件　　数 ５ ０

７　職員の福祉について

（４）ラスパイレス指数（一般行政職）の状況
（平成２９年４月１日現在）

佐野市 県内における順位

９７．５ １４位／１４市中

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
１００とした場合の当該団体の給与水準を表します

（３）職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額の状況
（平成３０年４月１日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 ４３. ６歳 ３２４, ６００円 ３９０, ２００円

技能労務職 ５０. ５歳 ３１３, ７００円 ３４２, ５００円

（給与実態調査より）※平均給料月額とは、基本給の平均です
※平均給与月額とは、給料および職員手当（期末・勤勉手当、
　退職手当を除く）の合計額です

（５）職員の初任給の状況（平成３０年４月１日現在）

区 分 佐野市 国

一般
行政職

大学卒 １７９, ２００円 １７９, ２００円

高校卒 １４７, １００円 １４７, １００円

（給与実態調査より）

（６）期末手当、勤勉手当の状況（平成２９年度実績）

区　分 ６月期 １２月期 合計 ※手当の支給

　率は、国と

　同じです

期末手当 １．２２５月分 １．３７５月分 ２．６０月分

勤勉手当 ０. ８５月分 ０．９５月分 １．８０月分

※職制上の段階により、１５％を限度とした加算措置があります

区　　　　分 講座数 受講者数（人）

市 単 独 研 修 ２０ ９２７

安 足 地 区 職 員 研 修 協 議 会 研 修   ５ １５５

栃 木 県 市 町 村 振 興 協 会 研 修 １６ ３１

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）研修 １４ １４

両 毛 地 区 市 長 会 職 員 研 修   １ ４

自 治 大 学 校 研 修 　１ １

６　職員の研修について（平成２９年度実績）５　職員の休業について
主な休業名 備　　　　考

育児休業

・３歳に達していない子を養育する場合

・期間は子が３歳になるまで（期間中

　無給）

　（平成２９年度取得者数　１９人）

（２）休暇の状況（平成３０年４月１日現在）

主な休暇名 備　　　　考

年次休暇
・１年ごとに付与される休暇です
・１年度につき２０日間 
　（平成２９年度平均取得日数　１０．４日）

特別休暇

・出産、結婚、ボランティア、夏季休暇など
　特別の事由により職員が勤務しないことが
　相当である場合として条例で定める休暇です
・条例で定められた日数、または期間

４　職員の勤務時間、休日および休暇について
（１）勤務時間・休日の状況（平成３０年４月１日現在）

勤務時間 午前８時３０分から午後５時１５分

休 日

祝　　日

年末年始

週 休 日 土曜日および日曜日

※職種や職場により、上記と異なる場合があります

国民の祝日に関する
法律に規定する休日( )
１２月２９日から
翌年の１月３日まで( )

■人事課　☎（２０）３０５７
＜詳しくは、佐野市のホームページをご覧ください＞
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平成３１年度こどもクラブ入所のご案内 ■問合せ＝こども課☎（２０）３０２３

　来年度、入所を希望する方の入所申し込みを

受け付けます。

▲

対象＝保護者がお勤めなどで、昼間、家庭にい

ない小学校に就学している児童

※入所できるクラブは、通学区内のクラブです

▲

保育時間＝下校時間～午後６時

（午後６時までにお迎えのできる方）

※学校休業日は午前８時～午後６時

（保育時間内に送迎ができる方）

▲

申込＝１１月８日（木）～２２日（木）（土・日曜

日、祝日を除く）の期間に、こども課（２階）、田沼・

葛生行政センター、各こどもクラブで配布する入

所申込書を記入のうえ、同居家族および同じ学校

区にお住まいの祖父母などの就労証明書など必要

書類を添付して、直接お申し込みください。

①新規の方…こども課へ

②現在入所されている方…各こどもクラブへ

※１１月１７日（土）は午前９時～午後１時まで、

こども課で受け付けします

※申込書などの書類は、１１月１日（木）から配布

します

※受入学年はこどもクラブにより異なりますが、

申込者多数の場合は、低学年のお子さんを優先す

るなど、入所を制限する場合があります

吾妻 吾妻小 旧吾妻中学校内 全学年

赤見
赤見小

赤見地区公民館内
全学年

第２赤見 赤見小学校内

石塚
石塚小

西児童館内
全学年

第２石塚 石塚小学校内

（新設）出流原 出流原小 出流原小学校内 全学年

田沼
田沼小

田沼児童館内
全学年

第２・第３田沼 田沼小学校敷地内

吉水
吉水小

吉水小学校敷地内
全学年

第２吉水 吉水小学校内

多田 多田小 多田小学校内 全学年

三好 三好小 三好小学校内 全学年

山形 山形小 山園コミュニティセンター内 全学年

葛生 葛生小 葛生小学校内 全学年

葛生南 葛生南小 中町１１１０－１ 全学年

常盤 常盤小 常盤小学校内 全学年

１１月１日に緊急地震速報の訓練を行います！！

　地震による揺れから身を守ることが、地震防災の第一歩で

す。気象庁では、防災行政無線などを用いた緊急地震速報の

情報伝達訓練を実施します。緊急地震速報は見聞きしてから

強い揺れに襲われるまでの時間がごくわずかであり、その短

い間に、慌てずに身を守るなどの防災対応をとるためには、

日頃からの訓練が重要です。この機会に身を守る行動を体験

してみましょう。　※市内２４８カ所に設置してある防災行

政無線から、一斉に放送されます

▲

訓練実施日時

平成３０年１１月１日（木）午前１０時頃（気象庁からの訓

練用緊急地震速報の配信時刻）

■問合せ＝危機管理課　

☎（２０）３０５６▲

放送内容

＜上りチャイム音＞

「こちらは、ぼうさいさのです。只今から訓練放

送を行います」

＜緊急地震速報チャイム音＞

「緊急地震速報。大地震です。大地震です。これ

は訓練放送です」×３

「こちらは、ぼうさいさのです。これで訓練放送

を終わります」

＜下りチャイム音＞

※放送内容は一部変更になることがあります

こどもクラブ名 学校区名 開設場所 対象学年

佐野 佐野小 佐野小学校内 全学年

中央
天明小

金屋仲町２４２８－２
１～３年生

天明 天明小学校内

第１植野

植野小

南児童館内

全学年第２植野 植下町４６４－１１

第３・第４植野 植野小学校敷地内

第１・第２界
界小

界小学校敷地内
全学年

第３界 界地区公民館内

犬伏
犬伏小

東児童館内
全学年

第2・(新設)第3犬伏 犬伏小学校内

犬伏東
犬伏東小

伊勢山町１４２６－７ 全学年

（新設）第2・第3犬伏東 犬伏東小学校敷地内 全学年

第１・第２城北
城北小

堀米町１１７８－１
１～４年生

第３・第４城北 城北小学校敷地内

旗川 旗川小 旗川小学校敷地内 全学年
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佐野市空き家バンクに住まなくなった家を登録しませんか？

　空き家バンク制度では、空き家の情報発信を行い、佐野市への移住および定住を応援します。

　市内にある空き家を募集しております。住まなくなった家をお持ちの方は、ご連絡ください。登録され

た空き家は、「佐野市空き家バンク」のホームページなどで公開していきます。

■問合せ＝空き家対策室☎（２０）３０２８

【空き家バンク登録の流れ】

「田中正造の日 環境フェスタ」を開催します

　１０月１２日は、市内の惣宗寺（佐野厄除け大師）において正造翁の本葬が

行われ、当時３万人の方が集まったと言われています。市では「環境問題の先

駆者」であり郷土の偉人である正造翁の偉業をたたえるため、この日を「田中

正造の日」と定めました。

　正造翁の偉業をたたえるとともに多くの市民の皆さんに公害のない緑豊かな

自然環境の大切さを実感してもらうため、環境イベントを開催します。

▲

日時＝平成３０年１０月１３日（土）午後１時開場、１時３０分開演

▲

会場＝佐野市文化会館小ホール

▲

内容＝田中正造記念賞表彰（環境対策に取り組む優れた団体の全国表彰）

　〇佐野市長賞…栃木県立佐野高等学校科学部

　〇奨励賞…日光茅ボッチの会（日光市）

ほか、オカリナ演奏、環境美化活動功労団体等感謝状贈呈、小口一郎研究会からの作版画

の寄贈、佐野高校生による活動発表、田中正造記念賞受賞者による活動発表、小ホールホ

ワイエにて小口一郎氏の版画の展示

※事前申し込み不要、場合により内容が一部変更になることがあります イメージキャラクター

「しょうぞう（ＳＨＯＺＯ）くん」
■

問合せ＝環境政策課☎（２０）３０１３

　住まなくなった家をお持ちの皆さん。眠っている家を有効活用してみませんか。

　こんなに古い家でも大丈夫？家を解体した土地でも登録できるの？など、気になることがあれば、気軽に

　ご相談ください。その家を必要とする人が現れるかもしれません。

空
き
家
所
有
者（
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
方
）

佐野市

空き家バンク

空き家の募集

空き家バンク
登録申込

空
き
家
利
用
希
望
者（
買
い
た
い
・
借
り
た
い
方
）

空き家現地確認

空き家バンク
登録完了

（公社）栃木県宅地
建物取引業協会

契約の仲介・
連絡調整

空き家情報提供

利用登録申込

利用希望者
登録完了

空き家利用申込

空き家現地確認 現地案内

仲介依頼

※空き家バンクに登録ができる物件は、土地と建物が同一である個人が所有する一戸建ての住宅（当該住

宅を解体したもしくは解体する予定の敷地も含む）であるほか、一定の要件があります
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健
康
福
祉

健
康
増
進
課
か
ら
の

お
知
ら
せ　

■
健
康
増
進
課
☎

（２４）
５
７
７
０

●
乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

11
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
日

程
に
つ
い
て
都
合
が
悪
い
場
合
や

会
場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
研
修
会

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に「
絵
本
」

と
「
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
楽
し
む

体
験
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
絵
本

を
介
し
て“
心
ふ
れ
あ
う
時
間
を

持
つ
き
っ
か
け
”
を
作
る
活
動
で

す
。

※
9
カ
月
児
健
診
の
際
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す　▼
日
時
＝
11
月
26
日

（月）
午
後
１
時

30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
・
内
容
＝
中
村
利
奈
さ

ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
絵
本
で
子
育
て
セ
ン

タ
ー
）「
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
～
絵

本
が
育
む
た
く
さ
ん
の
こ
と
～
」

▼
申
込
期
限
＝
11
月
９
日

（金）

健
康
福
祉

●
脱
！
運
動
不
足
教
室

　

効
果
的
な
運
動
方
法
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
な
ど
、
健
康
運
動
指

導
士
な
ど
が
一
緒
に
運
動
し
楽
し

く
学
べ
る
教
室
で
す
。

▼
日
程
＝
10
月
17
日

（水）
・
23
日

（火）
・

30
日

（火）
、11
月
６
日

（火）
・
13
日

（火）
・

20
日

（火）
・
26
日

（月）
、
12
月
４
日

（火）

※
１
ク
ー
ル
８
回
の
教
室
で
す
。

１
日
だ
け
の
参
加
な
ど
は
ご
相
談

く
だ
さ
い

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
医
師
か
ら
運
動
を
制
限

さ
れ
て
い
な
い
40
歳
～
74
歳
の
方

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
申
込
＝
健
康
増
進
課
へ

●
は
っ
ち
の
会
開
催

　

多
胎
児
を
も
つ
保
護
者
、
妊
婦

さ
ん
の
集
い
の
場
と
し
て「
は
っ

ち
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。多
胎
児

が
い
る
保
護
者
な
ら
で
は
の
喜
び

や
悩
み
を
共
有
し
、
今
後
の
育
児

に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
５
日

（月）
受
付
午
前

９
時
30
分
～
10
時
、
開
催
午
前
10

時
～
11
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
未
就
園
の
双
胎
・
多
胎

児
と
そ
の
家
族
、お
よ
び
妊
婦

▼
申
込
期
限
＝
10
月
29
日

（月）

※
合
わ
せ
て
当
日
の
運
営
に
関
し

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
先
輩
マ
マ
・
保
育
士
・
助

産
師
な
ど
で
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
健
康
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

保
健
師
、管
理
栄
養
士
、歯
科
衛

生
士
な
ど
の
専
門
の
職
員
が
一
人

一
人
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
を
ご
提
案
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
10
月
11
日

（木）
・
11
月

15
日

（木）
、②
10
月
25
日

（木）
、③
11
月

５
日

（月） 

各
午
前
９
時
～
午
後
１

時（
受
付
午
後
０
時
30
分
ま
で
）

▼
会
場
＝
①
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
、②
田
沼
保
健
セ
ン
タ
ー
、

③
葛
生
あ
く
と
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
特
定
健
診
結
果
説
明
、

歯
科
相
談
、健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧

測
定
や
体
組
成
・
体
脂
肪
計
な
ど
）

な
ど　

※
健
診
結
果
表
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

●
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
一
部
公
費
負
担
で

実
施
し
ま
す

▼
対
象
＝
佐
野
市
に
住
所
の
あ
る

次
の
方
①
満
65
歳
以
上
の
方
、
②

満
60
歳
か
ら
64
歳
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
身
体
障
害
１
級
相

当
の
障
が
い
の
あ
る
方
（
医
療
機

関
に
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は

医
師
の
診
断
書
の
提
示
が
必
要
）

▼
自
己
負
担
額
＝
千
円　

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料　

▼
接
種
期
間
＝
平
成
30
年
10
月
１

日
～
平
成
31
年
２
月
28
日

▼
接
種
回
数
＝
接
種
期
間
に
１
回

限
り
▼
接
種
医
療
機
関
＝
市
内
の

医
療
機
関（
予
約
時
、
医
療
機
関

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
※
他
の
医

療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
糖
尿
病
予
防
教
室

▼
日
時
＝（
１
回
目
）①
10
月
５
日

②
10
月
12
日
③
10
月
19
日
（
２
回

目
）①
11
月
２
日
②
11
月
９
日
③

11
月
16
日 

全
金
曜
日
、
午
前
９

時
30
分
～
▼
内
容
＝
①
糖
尿
病
に

つ
い
て
学
ぼ
う
②
予
防
の
た
め
の

食
事（
調
理
実
習
）③
歯
周
病
予
防

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
20
人

▼
費
用
＝
200
円（
調
理
実
習
代
）

▼
申
込
＝
健
康
増
進
課
へ

「
目
指
せ
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

達
人
講
座
」
参
加
者
募
集

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
、
体
を

動
か
す
こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
、
楽

し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝（
第
１
ク
ー
ル
）11
月
３

日
（土）
、11
月
24
日

（土）
、12
月
９
日

（日）

（
第
２
ク
ー
ル
）
11
月
10
日

（土）
、
12

月
１
日

（土）
、
12
月
16
日

（日）（
第
３

ク
ー
ル
）11
月
17
日

（土）
、12
月
８
日

（土）
、
12
月
22
日

（土）
各
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
※
１
ク
ー
ル
３
回

▼
会
場
＝
運
動
公
園
市
民
体
育

館
、ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
、葛
生
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
実

施
日
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
対
象
＝
佐
野
市
に
お
住
ま
い
の

方（
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け

て
い
る
方
を
除
く
）
▼
定
員
＝
各

ク
ー
ル
先
着
30
人（
無
料
）

■
申
込
＝
10
月
26
日

（金）
ま
で
に
医

療
保
険
課
☎

（２０）
３
０
２
４
ま
た
は

健
康
増
進
課
☎

（２４）
５
７
７
０

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

学
習
会
と
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
15
日
、
12
月
13
日
、

１
月
10
日
、
２
月
14
日
（
全
木
曜

日
）
午
後
2
時
～
4
時

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
費
用
＝
無
料　

※
詳
し
い

内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

▼
対
象
＝
①
骨
髄
な
ど
の
提
供
日

に
本
市
に
住
所
が
あ
り
、
市
税
の

滞
納
が
無
い
方
で
、（公財）
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
を
通
し
て
、
骨
髄
や
末
梢

血
幹
細
胞
の
提
供
を
完
了
し
、
そ

れ
を
証
明
す
る
書
類
の
交
付
を
受

け
た
方
、② 

①
に
該
当
す
る
方
が

勤
務
す
る
国
内
の
事
業
所（
市
税

の
滞
納
が
無
い
こ
と
）

▼
奨
励
金
の
額
＝
①
は
通
院
な
ど

に
要
し
た
日
数
×
１
日
当
た
り

２
万
円
（
上
限
７
日
）、②
は
①
の

方
が
通
院
な
ど
に
要
し
た
日
数
×

１
日
当
た
り
１
万
円（
上
限
７
日
）

■
申
請
＝
提
供
が
完
了
し
た
日
か

ら
１
年
以
内
に
医
療
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
４

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
血
献
血（
400
㎖
・
200
㎖
）の
み

で
、
成
分
献
血
は
あ
り
ま
せ
ん
。

200
㎖
は
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了

し
ま
す
。
※
本
人
確
認
の
た
め
、

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い　

▼
日
時
＝
10
月
11
日

（木）
午
前
10
時

～
午
後
４
時（
正
午
前
後
に
１
時

間
程
休
憩
し
ま
す
）

▼
会
場
＝
佐
野
市
役
所
駐
車
場

募

集

「健康サポートさの」会員募集！！　　　　　　

■

問合せ＝健康増進課☎（２４）５７７０

　お住まいの地域で健康づくりを支援する会員２１４人のボランティア団体です。現在、市内に１０支

部あり、高血圧や糖尿病などの生活習慣病予防の料理教室や、健康づくりのためのさまざまな教室を自

主的に企画し実施しています。

　この度、会員の養成講座を開催しますので、一緒に食事や運動について学びませんか？

日時 内容など

１回目 １０月２３日（火）午後１時３０分～４時 地区での活動について、生活習慣病予防のポイント

２回目 １１月２日（金）午前９時３０分～正午
糖尿病予防教室（保健師の講話）、

食事バランスガイドの話

３回目 １１月７日（水）午後１時３０分～３時 ゲートキーパー養成講習会

４回目 １１月９日（金）午前９時３０分～正午 調理実習（糖尿病、高血圧予防等）

５回目 １１月１６日（金）午前９時３０分～正午 糖尿病予防教室（歯科衛生士の講話）、食品衛生等の話

６回目 １１月２２日（木）午前９時３０分～正午 調理実習（単身者、子育て世代のバランスの取れた食事）

７回目 １２月７日（金）午前９時３０分～正午 調理実習（高齢者の低栄養を防ぐ食事）

８回目
１１～１２月中の運動教室に参加

午前９時３０分～１１時
「脱！運動不足教室」

▲

会場＝佐野市保健センター　※１１月７日のみ勤労者会館にて実施　

▲

対象＝市内に住所のある方　

▲

定員＝先着２０人　

▲

参加費＝無料（調理実習の際には２００円）

■
問
合
せ
＝
医
療
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
４

「
第
２
回
市
民
の
た
め
の

お
医
者
さ
ん
の
話
」開
催

　

佐
野
厚
生
総
合
病
院
の
医
師
に

よ
る
講
演
会
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
12
日

（金）
午
後
６
時

30
分
～
８
時
30
分
▼
会
場
＝
田
沼

中
央
公
民
館
▼
内
容
・
講
師
＝

①「
知
っ
て
お
き
た
い
肺
が
ん
の

話
」
塚
田
博
さ
ん（
呼
吸
器
外
科
）、

②「
知
っ
て
お
き
た
い
乳
が
ん
の

話
」和
田
真
弘
さ
ん（
乳
腺
外
科
）、

③「
健
康
な
ひ
ざ
の
動
き
を
取
り

戻
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
吉
川

寿
一
さ
ん（
整
形
外
科
）▼
定
員
＝

300
人
程
度（
申
込
不
要
、無
料
）

■
問
合
せ
＝
佐
野
厚
生
総
合
病
院

地
域
医
療
連
携
室
☎

（２２）
５
２
２
２

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
（
内
科
、
小

児
科
、
軽
い
外
科
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
（
内
科
、

小
児
科
）
午
後
７
時
30
分
～
10
時

30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

か
か
り
つ
け
医
を

も
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
健
康
に
つ

い
て
何
で
も
相
談
で
き
、
必
要
な

時
は
専
門
の
医
療
機
関
を
紹
介
し

て
く
れ
る
身
近
に
い
て
頼
り
に
な

る
存
在
で
す
。
需
要
が
多
い
救
急

医
療
機
関
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
医
療
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
４

郷
土
博
物
館 

企
画
展
記
念
講
演
会 

●「
江
戸
時
代
も
隆
盛
と
名
声
を

維
持
し
た
天
明
鋳
物
師
」

▼
日
時
＝
10
月
20
日

（土）
午
後
２
時

～
３
時
30
分
▼
会
場
＝
郷
土
博
物

館
▼
講
師
＝
高
橋
久
敬
さ
ん（
天
明

鋳
物
研
究
者
）
▼
定
員
＝
先
着
80

人（
無
料
）
※
別
途
入
館
料
が
必
要

■
申
込
＝
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１　
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募
用
紙
に
て
事
務
所
ま
た
は
各
出

張
所
ま
で
申
請http://w

w
w

.ktr.

m
lit.go.jp/w

atarase/

■
問
合
せ
＝
国
土
交
通
省
渡
良
瀬

川
河
川
事
務
所
管
理
課

☎
０
２
８
４

（７３）
５
５
５
７

「
ジ
オ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

ジ
オ
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
を
も
っ

て
、
化
石
館
周
辺
の
化
石
や
地
質

を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
27
日

（土）
午
前
10
時

～
午
後
２
時
▼
会
場
＝
葛
生
化
石

館
入
口
前
▼
定
員
＝
先
着
15
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
費
用
＝
100
円

■
申
込
・
問
合
せ
＝
10
月
５
日

（金）

以
降
、
同
館
☎

（８６）
３
３
３
２

石
材
の
印
作
り（
篆て
ん
こ
く刻
）講
座

　

好
き
な
文
字
を
石
に
刻
み
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
石
材
の
印
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
３
日
～
12
月
１
日

の
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館
▼
講
師
＝

阿
部
祥
廬
さ
ん
▼
対
象
＝
市
内
に

お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
18
歳
以
上

の
方
▼
定
員
＝
先
着
20
人

■
申
込
＝
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１

「
博
物
館
展
示
解
説
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

受
講
者
募
集

　

市
内
小
学
校
に
よ
る
博
物
館
利

用
学
習
に
お
い
て
、
小
学
生
へ
の

展
示
解
説
の
お
手
伝
い
を
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
に
伴
い
、
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
27
日
、
11
月
17
日
、

12
月
22
日（
全
土
曜
日
）各
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
①

全
3
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る

方
、
②
養
成
講
座
修
了
後
、
小
学

生
の
学
習
日
で
あ
る
平
日
（
月
曜

除
く
）
の
午
前
中
に
活
動
が
可
能

な
方
。

▼
定
員
＝
先
着
10
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
郷
土
博
物
館

☎
（２２）
５
１
１
１

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術

専
門
校
１
月
開
校
の
訓
練

生
募
集

▼
訓
練
科
・
定
員
＝
機
械
加
工
科
・

板
金
溶
接
科
（
定
員
各
５
人
）

▼
訓
練
期
間
＝
平
成
31
年
１
月
７

日
（月）
～
６
月
24
日

（月）
（
６
カ
月
間
）

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・

保
険
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
＝
11
月
１
日

（木）
～
12
月
７

日
（金）
ま
で
に
同
校
へ
（
選
考
日
は

12
月
18
日

（火）
）

※
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３

渡
良
瀬
川
の
樹
木
を
伐
採
・

利
用
す
る
方
募
集

　

資
格
審
査
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

な
た
で
も
応
募
可
能
で
す
。
伐
採

し
た
樹
木
は
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
。
※
採
取
料
無
料

▼
伐
採
期
間
＝
12
月
１
日
か
ら
３

カ
月
間
▼
伐
採
場
所
＝
桐
生
市
境

野
町
地
先
の
渡
良
瀬
川
河
川
内

▼
申
込
＝
同
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
応
募
要
項
な
ど
を
確
認

の
う
え
、
10
月
31
日

（水）
ま
で
に
応

　市では、佐野ブランド認証制度を再編し、地域商品の販売を促進することでさらなる市のイメージアッ

プと認知度向上を目指します。新認証品の募集については次のとおりです。

▲

応募対象＝市内の事業者が自ら企画し、生産、販売する商品、製品

▲

募集ジャンル＝「佐野らーめん」、「グルメ」、「ギフト」

▲

応募数＝１事業者１ジャンルにつき１点

▲

応募単位＝事業者から提供される１メニュー、１商品単位

▲

審査基準＝商品評価として「佐野らしさ」、「商品性」、「話題性・実績」、「味」、「認証後の活用」　

事業者評価として「地元の愛着」、「おもてなし・清潔感」、「情報発信力」、「企業努力・貢献意欲」

また、年度別テーマとして「ＳＮＳ映え」が商品評価の審査基準に追加されます。

▲

認証期間＝平成３１（２０１９）年４月１日～平成３２（２０２０）年３月３１日（１年間）

▲

応募開始時期＝１１月上旬予定

▲

事業者説明会＝新認証品の募集について説明会を開催します。

　　　　　　　　平成３０年１０月２４日（水）午後３時～（市役所１階 市民活動スペースＡＢ）

　なお、現在の佐野ブランド認証品のうち「スポット」、「文化・偉人」、「企業」は、新認証品への応募

ができませんが、認証期間終了後も引き続き市のホームページなどでＰＲさせていただきます。

佐野ブランド認証品の募集について　　　■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２０）３０４７
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は
佐
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
配
布
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。http://ssjc.jp/

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
の
資
格
を
有
す
る
方

▼
試
験
日
＝
１
次
試
験
（
教
養
試

験
、
適
性
検
査
）
11
月
11
日

（日）
、

２
次
試
験
（
小
論
文
・
口
述
試
験
）

12
月
１
日

（土）

▼
募
集
人
数
＝
若
干
名

■
申
込
＝
10
月
３
日

（水）
～
22
日

（月）

ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５　

※
郵
送
の
場
合
は
10
月
20
日

（土）
消

印
有
効

Ｒラ
ン
と
も
プ
ラ
ス

Ｕ
Ｎ
伴
＋
参
加
者
募
集

　

佐
野
市
内
の
コ
ー
ス
で
応
援
し

て
く
れ
る
方
や
お
手
伝
い
し
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
？

　

認
知
症
の
人
と
一
緒
に
タ
ス
キ

を
つ
な
ぐ
体
験
を
通
じ
て
、
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
活
動
で
す
。

　

認
知
症
の
人
、
家
族
、
地
域
の

皆
さ
ん
、
地
元
の
企
業
の
皆
さ
ん

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

▼
日
時
＝
10
月
14
日

（日）
午
前
９
時

～
11
時
15
分

▼
コ
ー
ス
＝
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
風
和
璃
→
Ｓ
Ｇ
Ｃ
・
や
す

ら
ぎ
の
湯
→
ヤ
マ
ダ
電
機
佐
野
店

→
社
会
福
祉
協
議
会
→
Ｊ
Ｒ
佐
野

駅
前
広
場

■
問
合
せ
＝
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
＋
足
利
佐

野
実
行
委
員
会
事
務
局
（

（株）
Ｙ
Ｏ

Ｕ
内
）
☎
０
２
８
４

（４２）
７
７
５
８

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
10
月
27
日

（土）
、
11
月
３

日（
祝
・
土
）・
10
日

（土）
・
17
日

（土）
・

25
日

（日）
、
12
月
１
日

（土）
全
６
回

土
曜
日
は
午
後
６
時
～
９
時
、
日

曜
日
は
午
前
９
時
～
正
午

▼
会
場
＝
土
曜
日
は
運
動
公
園
市

民
体
育
館
、
日
曜
日
は
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
№
１
～
４

▼
対
象
＝
小
学
１
～
５
年
生
お
よ

び
そ
の
保
護
者
（
大
人
の
方
の
み

の
参
加
は
不
可
）
▼
定
員
＝
先
着

50
人
▼
費
用
＝
小
学
生
500
円
、
保

護
者
１
５
０
０
円

■
申
込
＝
10
月
19
日

（金）
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
９　

※
土
日
祝
日
は
運
動
公
園
管
理
事

務
所
も
し
く
は
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

第
14
回
さ
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
、
参

加
ラ
ン
ナ
ー
に
現
地
点
の
キ
ロ
表

示
を
示
す
看
板
を
持
っ
て
、
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
９
日

（日）
（
雨
天
決

行
） 

午
前
９
時
30
分
に
運
動
公
園

を
ス
タ
ー
ト

▼
募
集
人
数
＝
２
人
１
組
で
先
着

40
組
程
度
（
中
学
生
以
下
は
必
ず

成
年
の
方
と
一
緒
に
お
申
込
み
下

さ
い
）

※
詳
細
は
、
お
申
込
み
い
た
だ
い

た
の
ち
、
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

■
申
込
＝
10
月
26
日

（金）
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
９

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・

（株）
ハ
ル
プ
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
堀
米
町
）、
建

築
住
宅
課（
５
階
）、
田
沼
・
葛
生

行
政
セ
ン
タ
ー
で
10
月
１
日

（月）
か

ら
配
布
す
る「
募
集
の
ご
案
内
」を

必
ず
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
＝
10
月
１
日

（月）
～
３
月
29

日
（金）
ま
で
に
、

（株）
ハ
ル
プ
・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
へ

■
問
合
せ
＝
指
定
管
理
者

（株）
ハ
ル

プ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

☎
（２１）
６
０
０
６

●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
西
原
住
宅
）

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
西
原
住

宅（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸
）
▼
対
象

＝
所
得
が
月
額
15
万
８
千
円
～

48
万
７
千
円
の
方
▼
家
賃
＝
月
額

６
万
２
千
円

（
駐
車
場
代
は
含
み
ま
せ
ん
）

●
車
い
す
対
応
住
宅

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
米
山
住
宅

（
２
Ｄ
Ｋ
・
２
戸
）、
米
山
南
住
宅

（
２
Ｄ
Ｋ
・
１
戸
）
▼
対
象
＝
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

常
時
車
い
す
を
使
用
す
る
方
の
い

る
世
帯
（
単
身
申
し
込
み
可
）

▼
家
賃
＝
入
居
さ
れ
る
世
帯
の
収

入
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す

公
益
社
団
法
人
佐
野
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

職
員（
一
般
事
務
）募
集

　

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
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お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
６
日

（土）
・
７
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
・
荒
天
中
止
）
▼
会
場
＝
田
沼

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
そ

ば
レ
ス
ト
ラ

ン
の
出
店
、

農
産
物
な
ど

の
販
売

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
む
ら
づ
く
り

推
進
協
議
会
事
務
局
（
農
山
村
振

興
課
内
）
☎

（６１）
１
１
６
３

蓬
山
秋
ま
つ
り

▼
日
時
＝
10
月
28
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
蓬
山
ロ
グ

レ
ッ
ジ
▼
内
容
＝
ふ
る
ま
い
そ
ば

（
先
着
200
人
）、
ま
ん
じ
ゅ
う
無
料

配
布（
先
着
200
個
）、
も
ち
つ
き
、

農
産
物
直
売
な
ど

■
問
合
せ
＝
蓬
山
ロ
グ
レ
ッ
ジ
管
理

棟
☎

（６７）
１
１
３
９（
火
曜
日
定
休
）

第
26
回
天
明
鋳
物
の
ふ
る

さ
と
佐
野
市
民
大
茶
会

　

佐
野
市
な
ら
で
は
の
天
明
鋳
物

を
使
っ
た
４
つ
の
茶
席
が
あ
り
ま

す
。
椅
子
席
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

さ
の
合
同
就
職
面
接
会

参
加
者
募
集

　

一
般
求
職
者
お
よ
び
大
学
等
新

規
卒
業
者
が
対
象
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
７
日

（水）
午
後
１

時
30
分
～
４
時（
受
付
午
後
１
時

～
３
時
）
▼
会
場
＝
市
役
所
市
民

活
動
ス
ペ
ー
ス
▼
参
加
企
業
＝

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し

ま
す
。
▼
申
込
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら「
参
加
申
込
書
」を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
当
日
参
加
も
可

■
問
合
せ
＝
産
業
立
市
推
進
課　

☎
（２０）
３
０
４
０
FAX 

（２０）
３
０
２
９

san
gy

ou@
city

.san
o.lg.jp

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
野

☎
（２２）
６
２
６
０

第
13
回
佐
野
市

そ
ば
ま
つ
り
開
催

　

佐
野
市
は
、
県
内
で
も
有
数
の

そ
ば
の
生
産
地
で
す
。
会
場
内
で

は
、
中
山
間
地
域
の
む
ら
づ
く
り

団
体
が
運
営
す
る
農
村
レ
ス
ト
ラ

ン
を
中
心
に
、
自
慢
の
手
打
ち
そ

ば
を
１
食
500
円
で
提
供
し
ま
す
。

　

地
域
の
食
文
化
の
魅
力
を
ぜ
ひ

▼
日
時
＝
10
月
28
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
受
付
は
３
時
ま
で（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館
お
よ
び
城
山
公
園
二
の
丸

▼
席
主
＝
小
林
宗
恵
さ
ん
（
表
千

家
）、武
田
宗
園
さ
ん
（
表
千
家
）、

荒
井
宗
佳
さ
ん
（
裏
千
家
）、落
合

宗
法
さ
ん
（
裏
千
家
）

（
佐
野
市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
）

▼
茶
券
＝

１
８
０
０
円

（
３
席
分
）

当
日
券
あ
り

　
■
問
合
せ
＝
佐
野
市
民
大
茶
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
文
化
立
市
推

進
課
内
）☎

（２０）
３
０
４
４

と
ち
ぎ“
食
と
農
”

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
８

▼
日
時
＝
10
月
27
日

（土）
・
28
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
▼
会
場
＝

栃
木
県
庁
▼
内
容
＝
県
内
各
地
で

体
験
で
き
る
農
業
・
農
村
体
験
の

提
供
、
県
内
各
地
の
こ
だ
わ
り
の

農
産
物
や
特
産
品
等
の
展
示
・
販

売
、と
ち
ぎ
自
慢
の
「
米
」「
野
菜
」

「
肉
」
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
な
ど　

■
問
合
せ
＝
同
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
（
栃
木
県
農
村
振
興
課
内
）

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
３
３
３

第
46
回
ま
ち
な
か
楽
市

▼
日
時
＝
10
月
21
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所
周
辺

▼
内
容
＝
呈
茶
・
和
菓
子
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

■
問
合
せ
＝
佐
野
商
工
会
議
所　

☎
（２２）
５
５
１
１

佐
野
市
水
処
理
セ
ン
タ
ー

（
植
下
町
３
３
０
０
）

施
設
公
開

　

水
環
境
を
守
る
大
切
さ
や
下
水

道
の
役
割
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学

べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
６
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
正
午

▼
内
容
＝
水
処

理
施
設
な
ど
の

探
検
ツ
ア
ー
、

下
水
道
ク
イ
ズ

な
ど

■
問
合
せ
＝
下
水
道
課

☎
（２３）
１
１
２
０

秋
の
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
費
１
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。　

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま

い
・
お
勤
め
の
方　

※
葛
生
支
部

大
会
は
本
市
出
身
者
も
可

●
田
沼
支
部
大
会

▼
期
日
＝
11
月
21
日

（水）
▼
会
場
＝

唐
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部　

三
好
コ
ー

ス
▼
定
員
＝
先
着
130
人
▼
費
用
＝

７
５
０
０
円（
昼
食
代
、税
込
）

■
申
込
＝
10
月
５
日

（金）
以
降
、
同

倶
楽
部
☎

（６２）
４
１
１
１

●
葛
生
支
部
大
会

▼
期
日
＝
11
月
１
日

（木）

▼
会
場
＝
足
利
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ　

飛
駒
コ
ー
ス
▼
定
員
＝
30
組

120
人
▼
費
用
＝
県
内
の
方
５
千
円

セ
ル
フ
、
県
外
の
方
６
１
０
０
円

セ
ル
フ（
昼
食
代
、税
込
）

■
申
込
＝
10
月
１
日

（月）
以
降
、
同

倶
楽
部
☎

（６６）
２
２
０
１

行
政
相
談
週
間

　

10
月
15
日

（月）
～
21
日

（日）
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。
行
政
相
談
委
員

が
生
活
の
中
の
困
り
ご
と
や
国
な

ど
行
政
機
関
へ
の
意
見
や
要
望
な

ど
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
日
は
、
23
ペ
ー
ジ
「
各
種

相
談
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

催

物

し

お
知
ら
せ
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　皆さま、いかがお過ごしでしょうか。私、秋山が就任して７月から３カ月が経ちました。お祭りやイ

ベントなどで、以前より「クリケット」に触れる機会も増えたのではないかと思います。

　最近は、あちこちでこのプロジェクトの展開についてお話しさせて頂く機会がありますので、今回は少

しその内容をご紹介させていただきます。　

　私は、このプロジェクトを進めるに当たって、以下の「４つの柱」を軸に展開を考えています。

①「佐野市国際クリケット場」の事業化、具体的には校舎等建物の利活用の検討。

②「街なかでの活動拠点」の開設、具体的には街なかで古民家を改修し、様々な人が集える「場」を作り

ます。

③プロジェクトや「クリケット」自体のプロモーションと、これを応援してくれる人々の組織化。

④プロジェクトに関する情報発信やコミュニケーション。

　次回からは、それぞれの柱について、もう少し詳しくご説明したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域価値創造マネージャー　秋山仁雄）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

　

浄
化
槽
が
性
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
、
浄
化
槽
管
理
者
（
通
常
は

世
帯
主
の
方
）
に
は
３
つ
の
義
務

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
清
掃
…
市
の
許
可
を
受
け
た
清

掃
業
者
に
委
託
し
、
年
１
回
以
上

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

②
保
守
点
検
…
県
の
登
録
を
受
け

た
保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
、
一

般
的
な
家
庭
用
の
場
合
、
年
３
～

４
回
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査
…
浄
化
槽
の
使
用
開

始
後
４
～
８
カ
月
目
に
行
う
「
７

条
検
査
」
と
、
そ
の
後
毎
年
行
う

「
11
条
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。
７

条
検
査
は
「
浄
化
槽
工
事
業
者
」

に
、
11
条
検
査
は
「
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者
」
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
空
き
家
相
談
会

▼
日
時
＝
11
月
17
日

（土）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
（
１
階
）

※
１
人
30
分
程
度
、
予
約
優
先

■
申
込
・
問
合
せ
＝
空
き
家
対
策

室
☎

（２０）
３
０
２
８

森
林
の
伐
採
に
つ
い
て

　

大
切
な
森
林
を
違
法
な
伐
採
や

無
秩
序
な
開
発
か
ら
守
る
た
め
、

森
林
を
伐
採
す
る
際
は
、事
前
（
伐

採
を
開
始
す
る
日
の
90
日
前
か
ら

30
日
前
ま
で
）
の
伐
採
届
出
書
の

提
出
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
農
山
村

振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（６１）
１
１
６
３

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験

▼
期
日
＝
第
１
次
試
験
（
教
養
試

験
・
適
応
性
検
査
）
11
月
18
日

（日）

▼
対
象
＝
平
成
元
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
採
用
予
定
人
数
＝
若
干
名

▼
申
込
＝
10
月
15
日

（月）
～
29
日

（月）

（
必
着
）に
申
込
書
を
同
組
合
総
務

課
（
宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２
‐

16
）
ま
で
提
出
。

☎
０
２
８（
６
２
５
）３
０
１
１

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可http://w

w
w

.

tss.or.jp/jim
u/index.shtm

l

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
10
月
10
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
▼
会
場
＝
大
橋
シ
ル

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
田
沼
、
葛
生
の
連

絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

平
成
31
年
佐
野
市
成
人
式

　

平
成
31
年
１
月
13
日

（日）
に
開
催

さ
れ
る
成
人
式
の
対
象
の
方
に

は
、
12
月
上
旬
頃
に
ご
案
内
の
ハ

ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
送
付
対
象
＝
平
成
10
年
４
月
２

日
～
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
10
月
１
日
の
時
点
で
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
方　

※
住
民
登
録
が
な
い
方
で
ご
出
席

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
30

日
（金）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
９

（仮称）佐野から揚げ協会への参加店舗を募集しています　

　あなたのお店の自慢の唐揚げで、一緒に佐野市をＰＲしませんか。興味の

ある方は、お問合せください。■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２０）３０４７

「クリケットタウン佐野」創造プロジェクト「Sano　Cricket　Challenge　!!!」

「佐野クリケットチャレンジ !!!」を進める上での「４つの柱」
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天
明
鋳
物
講
演
会

▼
日
時
＝
10
月
13
日

（土）
午
前
10
時

分
～
お
お
む
ね
１
時
間

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
（
１
階
）

▼
演
題
・
講
師
＝
「
天
明
鋳
物
と

佐
野
史
～
天
明
釜
は
佐
野
に
平
安

を
も
た
ら
し
た
か
？
」
関
根
徳
男

さ
ん
（
郷
土
史
研
究
家
）

▼
定
員
＝
90
人
（
無
料
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
天
命
鋳
物
伝

承
保
存
会
☎

（２２）
６
６
２
３
（
若
林
）

運
動
公
園
・
武
道
館

「
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
」実
施
中

　

佐
野
市
運
動
公
園
と
佐
野
武
道

館
に
て
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
筋
肉
の
つ
き
方

や
体
脂
肪
の
量
な
ど
、
自
分
の
体

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
測
定
は
グ
リ
ッ
プ
を
握
っ
て

1
分
待
つ
だ
け
な
の
で
と
て
も
簡

単
で
す
。

▼
開
催
期
間
＝
武
道
館
毎
月
第
１

週
、運
動
公
園
毎
月
第
３
週

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上

▼
費
用
＝
１
回
100
円

■
申
込
・
問
合
せ
＝
公
園
管
理
事

務
所
☎

（２５）
０
４
０
３
（
月
曜
休
館
）

市有施設適正配置～第３回「３０年後の本市の人口は何人？」～　　

　

　頑張る選手に声援を送り、一緒に盛り上げましょう！
▲

日時＝１１月３日（祝・土）男子・午前９時５０分～、

女子・午後１時～

▲

コース＝陸上競技場西道路をスタート地点、赤見幼稚園出入

り口前を中継・フィニッシュ地点とする赤見町・出流原町の周

回コース

●交通規制

　午前９時３０分～午後２時３０分（国道２９３号の足利方面

の通行止めは午前１０時３０分～１１時２５分予定）

※付近の道路が混雑することが予想されますので、応援の際

は午前９時３０分までにプール駐車場へお越しください

■問合せ＝栃木県高等学校体育連盟陸上競技専門部

藤田（大田原高等学校内）☎０２８７（２２）２０４２

染宮（足利女子高等学校内）☎０２８４（４１）２１７１

栃木県高等学校駅伝競走大会

赤見運動公園

プ
ー
ル

運動公園南

出流原町←足利方面のみ通行止め

佐野市道
16号線

国道 293号

消防署
西分署
●

佐野松桜高● 佐野
日大高
●

赤見中●
N

通
行
止
め
区
間

出流原町

プール駐車場

石塚町駒場

あかみ幼稚園
●

　２０１５年に約１１万７千人だった本市

の人口は、人口減少対策をしたとしても、

２０４５年には約９万５千人になると推計

され、その後も減少が見込まれます。

　このような、人口減少に起因する税収の

減など、右肩下がりの時代への対応が行政

経営の最大の課題となっています。

　また、施設の利用者も減少することが見

込まれるとともに、世代構成や社会様式の

変化により、市有施設へのニーズの変化が

予測されています。そのため、将来を見据え、

施設の規模や利用方法について改めて考え、

市民ニーズに適切に対応した施設のあり方

を検討する必要があります。

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５
・出典：「佐野市人口ビジョン」
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

物
盗
な
ど
は
依
然
と
し
て
高
い
割

合
で
発
生
し
、
子
供
や
女
性
へ
の

「
声
か
け
」や「
つ
き
ま
と
い
」な
ど

凶
悪
事
件
の
前
兆
に
な
る
事
案
の

発
生
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
も
県
内
で
振
り

込
め
詐
欺
な
ど『
特
殊
詐
欺
』の
発

生
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

●
佐
野
市
の
運
動
の
重
点
「
特
殊

詐
欺
に
関
す
る
情
報
周
知
及
び
被

害
防
止
」

　

市
で
は
、
防
犯
協
会
や
自
主
防

犯
団
体
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体

お
よ
び
警
察
と
相
互
間
の
連
携
を

強
化
し
、
運
動
期
間
中
、
佐
野
市

地
域
安
全
の
つ
ど
い
や
犯
罪
抑
止

啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

「
こ
と
ば
」
の
教
育
講
演
会

▼
日
時
＝
10
月
12
日

（金）
午
後
５
時

30
分
～
６
時
45
分
▼
会
場
＝
市
役

所
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
▼
講
師
＝

野
口
芳
宏
さ
ん（
植
草
学
園
大
学
）

▼
対
象
＝
広
く「
こ
と
ば
」の
教
育

の
感
覚
を
身
に
つ
け
た
い
方

▼
定
員
＝
先
着
75
人
（
無
料
）　

■
申
込
＝
10
月
11
日

（木）
午
後
５
時

ま
で
に
銀
富
士
塾（
担
当
・
石
川
） 

☎
０
９
０（
６
９
４
２
）３
９
３
２

自
然
災
害
に
関
連
し
た

住
宅
修
理
の
勧
誘
に
注
意

　

「
火
災
保
険
を
利
用
す
れ
ば
工

事
が
無
料
で
で
き
ま
す
」
と
勧
誘

し
ま
す
が
、
保
険
申
請
の
代
行
費

用
や
請
負
工
事
の
契
約
が
本
当
の

目
的
で
す
。
保
険
事
故
を
装
っ
て

保
険
金
を
請
求
す
る
と
、
保
険
会

社
か
ら
契
約
を
解
除
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
法
律
に
違
反
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
時
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
局
番
な
し
）１
８
８　

全
国
地
域
安
全
運
動
～
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
～

　

10
月
11
日

（木）
か
ら
20
日

（土）
ま
で

の
10
日
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
全

国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

県
内
で
の
犯
罪
の
認
知
件
数

は
、
平
成
15
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々

減
少
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
乗
り

「もったいないフェアさの２０１８」開催　　　

■

問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

　１０月１５日（月）～２１日（日）の期間に、みかもクリーンセンターで開催します。

【期間中のイベント】

●再生品展示提供　クリーンセンターに持ち込まれた自転車や家具などを、再生品として提供します。

▲

日時＝１５日（月）～２１日（日）午前９時～午後５時（最終日は午後３時まで）

▲

対象＝市内にお住まいの方で、リサイクルプラザに来館された小学生以上の方

▲

抽選＝２２日（月）午後３時から、リサイクルプラザにて公開抽選（当選者には、はがきでお知らせします）

●小型家電、廃食用油、エコキャップ、インクカートリッジの回収

  お持ちいただいた方にはエコ石けんなどをプレゼント！

●講座（事前にお申し込みください）

講座・内容 日　時 備　考

古布から布ぞうりづくり １６日（火）午前９時３０分～ 無料

廃食用油からエコ石けんづくり １７日（水）午前９時３０分～ 無料

みかもクリーンセンター見学会 １８日（木）午前９時３０分～ 参加者にエコ石けんをプレゼント！

生ごみ消滅器「バクテリアｄｅキ
エーロ」製作ワークショップ

２０日（土）午後１時３０分～
材料代　土置用３，０００円、
土以外用４，０００円

【２１日（日）のイベント】

●フリーマーケット「みかも・もったいない市」　※出店および来場無料、出店は事前申込

▲

時間＝午前９時～午後２時　

▲

会場＝リサイクルプラザ駐車場　

▲

区画数＝４０区画　

●リメイクワークショップ・木工工作（当日受付、一部有料）

▲

時間＝午前９時～午後２時　

▲

内容＝不用品や木材を再利用し、日頃の生活に生かす取り組みを紹介

●レジ袋削減アンケート・マイバッグプレゼント　

【その他１０月のイベント】

★エコ・クッキング　

▲

日時＝１０月２６日（金）午前１０時～午後０時３０分　

▲

費用＝材料代１，０００円

▲

内容＝「旬のもの」や「地産品」の食材を利用した、環境にやさしいエコ料理を作ります。
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就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と

巡
回
相
談
会

　

求
職
活
動
を
し
て
い
る
方
向
け

の
①
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と
、
就

労
に
関
す
る
②
巡
回
相
談
会
、
シ

ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に
関

す
る
③
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

※
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相

談
会
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職

活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す　

▼
開
催
日
・
会
場
＝
10
月
25
日

（木）

佐
野
市
役
所
302
・
303
会
議
室
、
11

月
22
日

（木）
栃
木
県
庁
足
利
庁
舎
403

会
議
室

▼
時
間
＝
①
午
前
10
時
30
分
～
正

午
、
②
・
③
午
後
１
時
～
４
時

▼
申
込
＝
実
施
日
前
日
午
後
５
時

ま
で
に
、
電
話
で
各
会
場
の
あ
る

担
当
窓
口
へ

佐
野
市
産
業
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
０

足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

■
問
合
せ
＝

①
・
②
は
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

③
は
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
２
）３
０
１
８

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ　

●
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
が
便
利
に

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
手
続
が
よ
り
便
利
に
な

り
ま
す
。

　

税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る

本
人
確
認
（
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
）
を
行
っ
た
後
に
発
行
す
る
Ｉ

Ｄ
（
利
用
者
識
別
番
号
）
と
パ
ス

ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
を
利
用
し
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
て
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
申
告

は
、
給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
済

み
）
で
、
医
療
費
控
除
ま
た
は
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附
金
控
除

を
適
用
し
て
申
告
す
る
方
が
対
象

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
平
成
30
年
分
年
末
調
整
説
明
会

　

対
象
者
に
は
10
月
下
旬
に
書
類

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
20
日

（火）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
文
化
会
館

■
問
合
せ
＝
佐
野
税
務
署

☎
（２２）
４
３
６
６

技
能
検
定
合
格
者
を
顕
彰

　

平
成
29
年
度
に
県
で
実
施
し

た
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ

く
技
能
検
定
に
合
格
さ
れ
た
方
々

へ
、
賞
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
特
級
】
職
種
・
氏
名
（
敬
称
略
）

機
械
検
査

大
澤
　
清

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形

阿
井
　
敏
幸

【
１
級
】
職
種
・
氏
名
（
敬
称
略
）

機
械
加
工

藤
田
　
和
紀

廣
瀬
　
敦
史

齋
藤
　
博
史

小
島
　
克
隆

加
茂
　
吉
成

川
島
　
唯
敬

産
業
車
両
整
備

永
野
　
貴
志

須
藤
　
基
喜

建
設
機
械
整
備

森
下
　
正
治

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形

須
藤
　
治

と
び

鈴
木
　
隆
弘

塗
装

渡
邉
　
智
幸

山
崎
　
幹
央

油
圧
装
置
調
整

熊
野
　
宏
伸

藤
本
　
康
人

建
築
大
工

山
口
　
武

配
管

内
田
　
研
二

■
問
合
せ
＝
産
業
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
０

　佐野市のことを気軽に楽しみながら学べる「佐野学クイズ

２０１８in みかも祭」を開催します。どなたでも自由に参加

できます。所要時間は３０分程度です。子ども（幼児・小学生）

用の問題も用意してあります。

　ぜひチャレンジしてみてください。

▲

日時＝１０月２７日（土）・２８日（日）

両日とも午前１０時～午後４時

▲

会場＝佐野日本大学短期大学

▲

費用＝無料（申込不要）

　佐野学クイズの参加者には当日開催している佐野日本大学

短期大学の文化祭（みかも祭）で使えるチケットを配布します

（両日先着１００人）。

佐野学クイズ２０１８in みかも祭

■問合せ＝広報・地域連携課☎（２０）３０３７
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講

座

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

は
、
年
金
加
入
記
録
の
確
認
方
法

な
ど
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」（
電
子
版
）

サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
ね
ん
き
ん
定
期
便
等

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

栃
木
県
労
働
委
員
会
に
よ

る
労
働
相
談
会

▼
日
時
＝
10
月
20
日

（土）
午
前
11
時

～
午
後
５
時

▼
会
場
＝
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新

都
市
▼
相
談
内
容
＝
労
使
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
（
相
談
時
間
１
時
間
以

内
）※
無
料

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
労
働
委
員
会

事
務
局

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
３
３
７　

※
予
約
者
優
先
（
当
日
参
加
も
可
）

10
月
は
ご
み
の
不
法
投
棄

重
点
監
視
月
間
で
す

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で

す
。
法
律
で
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
処

理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
個
人
の
土
地
に
捨
て
ら

れ
、
投
棄
者
が
わ
か
ら
な
い
と
き

は
そ
の
土
地
の
所
有（
管
理
）者
が

片
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご

み
を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
「
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
ゆ
る
さ
な
い
」

■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
で
す

　

不
正
軽
油
と
は
、
脱
税
を
目
的

に
、
軽
油
代
替
燃
料
と
し
て
灯
油

や
重
油
を
混
和
す
る
な
ど
し
て
使

用
す
る
も
の
で
す
。
不
正
軽
油
に

関
わ
っ
た
者
は
罰
則
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
、

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
税
事
務
所　

☎
０
２
８
２

（２３）
３
８
６
２

佐
野
駅
周
辺
地
区
の
整
備

に
関
す
る
事
後
評
価
原
案

を
公
表
し
ま
す

　

佐
野
駅
周
辺
地
区
（
第
二
期
）

都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ
き
実

施
し
た
事
業
に
つ
い
て
事
後
評
価

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
評
価

原
案
を
公
表
し
ま
す
。

▼
公
表
期
間
＝
10
月
29
日

（月）
～
11

月
19
日

（月）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
閲
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

で
き
ま
す

▼
公
表
す
る
資
料
＝
佐
野
駅
周
辺

地
区
（
第
二
期
）
都
市
再
生
整
備

計
画
事
後
評
価
シ
ー
ト
（
原
案
）

▼
意
見
の
提
出
＝
事
後
評
価
原
案

に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、
公

表
期
間
内
に
意
見
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課

☎
（２０）
３
１
０
０

オ
レ
ン
ジ
講
座
を
開
催

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
講
座
、

相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の

毎
月
第
４
水
曜
日
午
前
９
時
30
分

～
正
午
（
講
座
は
午
前
10
時
～
11

時
30
分
）

▼
会
場
＝
介
護
予
防
拠
点
施
設　

い
き
い
き
元
気
館
さ
の
（
植
下
町
）

■
申
込
＝
講
座
を
受
講
希
望
さ
れ

る
方
は
、
10
月
19
日

（金）
ま
で
に
い

き
い
き
高
齢
課
☎

（２０）
３
０
２
１

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

ご
み
分
別
ア
プ
リ
配
信
開
始

　

ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
～

る
」
は
分
別
方
法
を
手
軽
に
検
索

し
た
り
、
ご
み
の
収
集
日
を
お
知

ら
せ
す
る
ア
プ
リ
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
配
信
開
始
日
＝
10
月
１
日

（月）
～

▼
対
応
機
種
＝
ア
イ
フ
ォ
ン
、
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
▼
対
応
言
語
＝
日
本

語
、
英
語
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課 

☎
（２３）
８
１
５
３

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が

誕
生
月
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

の
誕
生
月
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
年

金
加
入
期
間
や
保
険
料
納
付
実
績

な
ど
、
年
金
に
関
す
る
個
人
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
35
・
45
・
59
歳
の
方
に
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英
語
で
あ
そ
ぼ
う

　
　

～H
allow

een

～

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
た
ち
と
ジ
ャ
ッ

ク
オ
ラ
ン
タ
ン
を
作
っ
た
り
、

T
rick or treat

を
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
10
月
20
日

（土）
午
前
9
時

～
正
午
▼
会
場
＝
中
央
公
民
館

▼
費
用
＝
千
円（
保
険
代
、
材
料

費
）
▼
対
象
＝
小
学
生
▼
定
員
＝

50
人　

■
申
込
＝
10
月
15
日

（月）
ま

で
に
国
際
交
流
協
会

☎
（２４）
４
４
４
７　

siea@
sctv.jp

初
級
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）
講
習
会

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
が
入
っ
た

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
＝（
ワ
ー
ド
講
習
会
）

10
月
29
日

（月）
～
31
日

（水）

（
エ
ク
セ
ル
講
習
会
）

11
月
12
日

（月）
～
14
日

（水）

各
回
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
小
見
町
）

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
先
着
14
人

▼
費
用
＝
各
コ
ー
ス
２
千
円
（
教

材
費
）

■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（６２）
７
８
５
８

楽
し
い
居
合
道
教
室

　

日
本
刀
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
10
月
13
日

（土）
午
後
４
時

～
６
時
▼
会
場
＝
佐
野
武
道
館

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上
▼
定
員
＝

先
着
10
人
▼
講
師
＝
神
影
流
免
許

皆
伝 

山
本
吉
男
さ
ん
（
佐
野
武

道
会
門
下
生
）
▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
９

健
康
体
操
講
習
会

　

介
護
予
防
に
、
太
極
拳
な
ど
を

取
り
入
れ
た
健
康
体
操
を
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
８
日

（木）
午
前
10
時

～
正
午
▼
会
場
＝
隣
保
館

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
、
お

勤
め
の
方
▼
講
師
＝
橋
本
幸
造
さ

ん
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
）

▼
定
員
＝
30
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
10
月
９
日

（火）
午
前
９
時

以
降
、
隣
保
館
☎

（２２）
７
５
１
３

東
京
農
工
大
学
演
習
林
で
の

自
然
観
察
会
「
テ
ー
ブ
ル

マ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

　

森
を
散
策
し
な
が
ら
学
習
を
し

て
、
ヒ
ノ
キ
皮
で
網
代
編
み
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
14
日

（日）
午
前
９
時

～
正
午
▼
会
場
＝
唐
沢
山
（
栃
本

側
の
登
山
口
駐
車
場
集
合
）

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上

▼
講
師
＝
東
京
農
工
大
学
の
渡
辺

直
明
さ
ん
、
熊
倉
充
さ
ん
、
森
の

派
出
所
の
学
生
の
皆
さ
ん

▼
定
員
＝
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
10
月
９
日

（火）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎

（２０）
３
０
１
３

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
衣
食
住
の
省
エ
ネ
」

▼
日
時
＝
10
月
26
日

（金）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
城
北
地
区

公
民
館
▼
講
師
＝
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
交
通
生
活
課 

☎
（２０）
３
０
１
４

「
す
く
す
く
公
演
会
」
を

開
催
し
ま
す

　

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
さ
ん
に

よ
る
「
す
く
す
く
公
演
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
31
日

（水）
午
前
10
時

30
分
～
▼
会
場
＝
く
ず
う
保
育
園

▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

▼
定
員
＝
50
組
（
要
予
約
、
無
料
）

■
問
合
せ
＝
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
・
た
ぬ

ま
（
た
ぬ
ま
保
育
園
内
）

☎
（６２）
７
０
４
１

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ

ぴ
よ
ル
ー
ム
・
あ
さ
ぬ
ま
（
あ
さ

ぬ
ま
保
育
園
内
）
☎

（８５）
８
２
２
５

介護入門研修に参加しませんか
　中高年齢者を対象とした、介護未経

験者向けの研修を開催します。

【第Ⅰ部】介護に関する最低限度の必要

な知識・技術などを習得する

▲

日時＝１１月５日（月）・１２日（月）

【第Ⅱ部】身体介護もできる生活支援

技術を習得する

▲
日時＝１１月１９日・２６日、１２

月３日・１０日・１７日の各月曜

※Ⅰ・Ⅱ部 各午前９時～午後４時

▲

会場＝ハーモネートプラザ（堀米町）

▲

定員＝１０人（無料）

■申込・問合せ

株式会社ハルプ・エンタープライズ

☎（２７）１６８６

就労支援B型事業所

明るく綺麗なカフェスペースもあります。
佐野市富岡町121-4 0283-23-7375

憩の場憩の場
いこい

利用者募集
障害者手帳をお持ちの方

《活動内容》
・皆で昼食づくり軽作業
・農作業の栽培収穫
新規オープン

遺言書とエンディングノート

一般社団法人 相続相談あんしんプラザ 
☎0285-38-9550小山市東城南5丁目1番地7

相続相談あんしんプラザ
　　　行政書士　細 見   愛 子

一般社団法人

日  時 10月26日（金）午後１時半～午後３時
場  所 佐野市役所１階 市民活動スペース

書いて安心

申込み・問合せ

あんしん相続無料
 セミナー

贈与
遺言
相続
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※事前にお電話にてお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用

初めてのオカリナ
１０月１６日、１１月６日・２０日

(各火曜)午後１時３０分～３時
城北地区公民館 木村けい子 １０人 なし

健康のために写経を

書いてみよう

１０月２０日 (土) 

午前９時３０分～１１時３０分
城北地区公民館 中島清道 ２０人 ２００円

初めての終活セミナー
１０月２４日(水)、１１月２０日(火)

午前１０時～正午
市役所 1 階 髙際弘幸 １０人 なし

専門家が伝える終活

連続講座

１０月２６日、１１月２日・９日

（各金曜）午前１０時～１１時
市役所 1 階

行政書士グルー

プかたくり
１０人

３回分 

１, ０００円

ｉＰｈｏｎｅ・スマホ・

タブレットの使い方

１０月２８日 ( 日 ) 

午後１時３０分～３時３０分
ここねっと 中高

年 NPO 唐沢 PC １０人 ２００円

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」やホームページをご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

田沼図書館
☎（６１）１１３６

図書館まつり

１０月２１日（日）
午前９時～午後４時

フェイスペイント、軽食販売、ブッ
クリサイクル、コロコロじゃんけん
など

詳細は図書館だよ
り・ホームページ
参照

１０月２１日（日）
午前１０時３０分～正午

紙ひこーきのうたとパネルシアター
とバルーンショー

親子先着６０人　
当日午前９時～整
理券配布

１０月２１日（日）
午後２時～３時３０分

図書館寄席
先着５０人
申込不要

葛生図書館
☎（８６）３４１６

図書館まつり

１１月３日（祝・土） 
午前９時～午後４時

さの秀郷太鼓（雨天中止）・マジック
ショー・ＢＩＮＧＯ・アニマシオン
スペシャル・移動販売など

詳細は図書館だよ
り・ホームページ
参照

１１月３日（祝・土） 
①午前９時３０分～
②午後０時３０分～

イカ様のコスプレ似顔絵
各回先着７組
当日各回３０分前
より整理券配布

３館共通
イベント

読書感想画展
１０月１２日（金）～
１１月１１日（日）

市内保育園・幼稚園児、小・中学生
が描いた読書感想画を展示

○○の秋～ぴったりの

本おすすめします～

１０月１３日（土）～
１１月１１日（日）

おすすめチャートをたどってあなた
にぴったりの本に出会おう！

博物館・美術館の催し　詳しくは、各館のホームページをご覧ください。

▼休館日＝毎週月曜日　

吉澤記念美術館
☎（８６）２００８

開催中　収蔵企画展「おいしい美術」　１０月８日（祝・月）まで　

次回展　特別企画展「生誕１００年　田村耕一展」　詳細は４ページをご覧ください。

▼期間＝１０月２０日(土）～　 ▼開館＝午前９時３０分～午後５時　 ▼観覧料＝一般５１０円ほか

葛生伝承館
☎（８４）３３１１

祝い掛軸展　かつては子どもの初正月や初節句のお祝いとして贈られていたという、祝い

掛軸をご紹介します。 ▼期間＝１０月２日(火)～平成３１年１月２７日(日)　

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

葛生化石館
☎（８６）３３３２

「小さいもの展Ⅱ」開催中！　
　小さな小さな化石のミクロの世界をのぞいてみよう。精巧な３Ｄモデルは必見です。

▼期間＝１１月２５日（日）まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

郷土博物館
☎（２２）５１１１

第６８回企画展「天明鋳物師ー伝説から飛躍へー」　 ▼期間＝１０月６日（土）～１１月

２５日（日）　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝一般２１０円ほか（１０月１２日・

２８日無料） ▼展示解説日＝１０月１４日、１１月１８日午後２時～（申込不要）

人間国宝
田村耕一陶芸館
☎（２２）０３１１

田村耕一生誕１００年記念企画展「田村耕一の素顔」　
　市所蔵の名品と共に、写真や資料、家族のための作品などを展示します。

▼期間＝１２月１６日（日）まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

派
出
所
の
学
生
の
皆
さ
ん

▼
定
員
＝
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
10
月
９
日

（火）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎

（２０）
３
０
１
３

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
衣
食
住
の
省
エ
ネ
」

▼
日
時
＝
10
月
26
日

（金）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
城
北
地
区

公
民
館
▼
講
師
＝
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
交
通
生
活
課 

☎
（２０）
３
０
１
４

「
す
く
す
く
公
演
会
」
を

開
催
し
ま
す

　

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
さ
ん
に

よ
る
「
す
く
す
く
公
演
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
31
日

（水）
午
前
10
時

30
分
～
▼
会
場
＝
く
ず
う
保
育
園

▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

▼
定
員
＝
50
組
（
要
予
約
、
無
料
）

■
問
合
せ
＝
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
・
た
ぬ

ま
（
た
ぬ
ま
保
育
園
内
）

☎
（６２）
７
０
４
１

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ

ぴ
よ
ル
ー
ム
・
あ
さ
ぬ
ま
（
あ
さ

ぬ
ま
保
育
園
内
）
☎

（８５）
８
２
２
５

【葛生ワンダーランドにてクイズラリー開催！】　

　葛生図書館・葛生伝承館・葛生化石館を巡ってクイズラリーにチャレンジし、

豪華な景品を手に入れよう！ ▼日時＝１０月１４日（日）午前１０時～午後３時
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児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、　西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★１０月の予定

　　　

ぴよぴよルームあさぬま・たぬま

あさぬま☎（８５）８２２５　たぬま☎（６２）７０４１

（あさぬま保育園、たぬま保育園内）

※４月からあさぬま保育園とたぬま保育園で開設します

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

３日（水）あさぬま　歯科衛生士の話

２５日（木）たぬま　誕生会・保健師の話「健診」

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会「スクラップブッキング」（要予約）１０日

（水）午前１０時３０分～、「卒乳断乳について」１２日

（金）１０時３０分～

○親子教室「ハロウィンパーティー」（要予約）

２４日（水）午前１０時３０分～

○誕生会：１７日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：９日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 時間 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①１０月１５日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②１０月２９日（月）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

１０月１５日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

１０月１７日（水） 田沼保健センター

子育て教室　
　乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互

交流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

こどもの国情報

▼休館日＝毎週月曜日、

　第２木曜日（祝日の場合はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

　参加を希望する方は時間までに会場にご集合く

ださい。

サイエンスショー　

　日本宇宙少年団のリーダーが講師となり、学校で

は体験できない、楽しくためになる「科学実験教室」

を行います。
▼日時＝１０月７日（日）午後Ⅰ時３０分～３時

３０分

レクリンピック２０１８

　～こどもの国の運動会～

　子どもから高齢者まで誰でも気軽に楽しく体験

できる「レクリエーション運動会」を行います。

▼日時＝１０月２１日（日）午前１０時～午後３時

南
毎週月曜日（祝日の場合はお休み）

１５日（月）アンパンマンのうんどうかい 

※無料、要予約（先着５０組）

東
毎週木曜日（４・１１・１８・２５日）

１３日（土）わいわい秋まつり 午前１０時～正午

西

毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム

※毎月１回ベビーマッサージ

毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム

５日（金）ミニミニ運動会※無料、要予約（５０組）

田沼

にこにこタイム毎週月曜日、ドレミルーム第 2・

第 4 水曜日、１４日（日）にこにこ秋まつり 午前

１０時～正午、２９日（月）にこにこ運動会 午前

１０時３０分～正午※要予約（２５組）
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各種相談ガイド　１０月２日（火）～１１月１日（木）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談
１０月１０日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

１０月２２日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
１０月１５日（月）・１９日（金）心理士
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日　午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 交通生活課（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

１０月１０日（水）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１０月１日（月）午前９時～

万葉の里城山記念館

１０月１６日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１０月１日（月）午前９時～

田沼中央公民館

合同相談
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

１０月１２日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

１０月２日（火）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

葛生あくと保健セン
ター

教育相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
少年指導センター

（３階生涯学習課内）
少年指導センター
☎（２０）３０６１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

１０月１９日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進セン
ター

（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２
階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

１０月４・１８日、１１月１日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 １０月２５日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
１０月１８日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

特設困りごと・人権相談
１０月２６日（金）午後１時３０分～４時
※受け付けは午後３時まで

葛生あくと保健セン
ター

外国人相談
月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

１０月２３日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

障がいのある方の相談
とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９
上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９※２４時間対応

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日　午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日　午前８時３０分～（保健師）
１０月１９日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セ
ンター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３

【マチイロ】　ＱＲコードを読み込み、アプリをインストール！

　インターネット上で閲覧でき

ます。ＱＲコードからアクセス！

スマートフォンでも「広報さの」を読むことができます

android 用iOS 用

【トチギイーブックス】
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●出生　５６人　●死亡１４８人

●転入２２９人　●転出２３６人

人口の動き（１１月分）

	●人口１２０，５２７人（－９９）	●世帯５０，５１７戸（＋１）

　　男　５９，５０４人（－５６）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，０２３人（－４３）

人口と世帯数（１２月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

●出生　７６人　●死亡１２９人

●転入２７３人　●転出２３３人

人口の動き（８月分）

	●人口	１１９，１４５人（－１３）	●世帯	５１，２７９戸（＋２６）

　　男		５８，９４１人（－７）　　　　　（　）は前月比

　　女		６０，２０４人（－６）

人口と世帯数（９月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

※次回の「アイドル登場」の掲載は１２月号です。次号では「とどけ夢未来へ」を掲載します

〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１
URLhttp://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/
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ファミリーマート

佐野短大

ともこ皮フ科

青山

佐野 IC

万里

鐙塚公園

イオン

アウトレット

★

【美容皮フ科】

【一般皮フ科】

完全予約制
診療時間/9：00～18：00

※手術、ヒアルロン酸注射、ボトックスビスタ、　脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終受付は１8:0０となります。

〈一般皮フ科 診察科目〉手湿疹、にきび、接触皮フ炎、乾燥性湿疹、慢性湿疹、異汗性湿疹、脂漏性皮膚炎、足白癬（水虫）、
爪白癬、じんましん、癜風、カンジダ症、マラセチア、尋常性疣贅（いぼ）、伝染性軟属腫（みずいぼ）、単純ヘルペス、
帯状疱疹、水痘、酒さ様皮膚炎、乾癬、扁平苔癬、毛孔性苔癬、ジベルバラ色粃糠疹、鶏眼（うおのめ）、胼胝（たこ）、
円形脱毛症、丹毒、蜂窩織炎（ほうかしきえん）、伝染性膿痂疹（とびひ）、熱傷（やけど）、あたまじらみ、日焼け、切り傷・
擦り傷、母斑（ほくろ）…あらゆる皮膚疾患に対応いたします。

4月より一般皮フ科診療受付18：30まで延長

診療時間

 9:00～12：30

16:00～18：30

月 火 水 木 金 土 日祝

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

スタッフ募集
美容受付カウンセラー /医療事務 /看護師

※一般皮フ科は予約制ではありません。

診断科目
一般皮フ科/美容皮フ科

栃木県全域、茨城県、
群馬県、都内からも
来院者多数

佐野インター
より車で
約 5 分

❶お電話にてカウンセリング予約
❷受付にてお悩みや診療内容の確認
❸院長先生による丁寧なカウンセ
　リング
❹部位に応じた高度な美容施術
❺施術後のドレッサー完備
❻安心のアフターケアサポート

診療の
流れ

美容皮フ科
スケジュール

ともこ皮フ科クリニック
佐野市
鐙塚町156-1TEL.０２８３‒８５‒９４８３
http://www.tomoko-clinic.jp ともこ皮フ科クリニック 検索

太田昌宏・彩奈さん（田沼町）

平成２９年８月生陽
ひ か る

翔ちゃん

戸叶章・法子さん（富岡町） 飯塚暁・愛さん（寺中町）

平成２９年１１月生

上田寿一・典呼さん（石塚町）

栞
し お り

里ちゃん 花
はな

ちゃん 平成２９年９月生 呼
こ お き

典ちゃん 平成２９年１２月生

　  

沖縄県「一万人のエイサー踊り隊」

参加時の様子

さのまる、４７都道府県制覇まで残り９府県！！
　昨年度より、さのまる４７都道府県制覇企画を実施しているところですが、今年度に入り、さのま

るは新たに３県を訪れました！４月には山梨県で「信

玄公祭り」に、そして 8 月にはなんと２県、沖縄県で「エ

イサー夏まつりｉｎこどもの国」と「一万人のエイサー

踊り隊」に、山口県で「ISHIN ロード」に参加してきま

した。

　これで４７都道府県制覇まで残るは富山、石川、福

井、京都、和歌山、岡山、徳島、佐賀、長崎の９府県

となりましたが、その中で今月１２日・１３日には「日

本女性会議２０１８ｉｎ金沢」参加のため石川県に行

く予定です！さのまる、またがんばってＰＲしてきま

す！！■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２


